
平成２６年度　一般会計予算部局別要求ポイント 部局名称

（単位：千円）

生活困窮者対策
継
続

　厚生労働省のセーフティネット事業である生活困窮者自立促進支援モデ
ル事業を継続し、平成27年度施行される生活困窮者自立支援法に向けて
京丹後市での基礎的な総合相談支援体制の構築を図る。また「誰一人置き
去りにしないまち」をめざし、広く相談を受け、個別的・継続的・包括的
な支援を行う。

39,568 36,028 生活福祉課

生活保護費支給
継
続

　生活困窮者の生活を保障するため、適正に生活保護費を支給するととも
に、世帯の自立支援を図る。

857,692 737,463 生活福祉課

くらしの資金貸付
継
続

　一時的に生活の不安定な低所得世帯に対し、くらしのために緊急に必要
とする資金の貸付けを行うもの。

6,201 6,130 生活福祉課

民生児童委員活動推進
継
続

　地域福祉推進の担い手である民生児童委員の活動を進めるもの。 21,550 22,292 生活福祉課

災害時要援護者の避難支援
継
続

　高齢者世帯など要援護者の災害時の避難を迅速かつ安全に行うため、要
援護者を登録し、個別支援計画を作成するとともに、区長、民生委員、消
防団などと連携の上、情報を共有するもので、毎年3月1日現在で登録を
更新するもの。

1,024 324 生活福祉課

社会福祉協議会運営支援
継
続

　社会福祉協議会は、誰もが安心して住みやすい地域をつくるために、地
域福祉を推進しているが、この社会福祉協議会の運営を支援するもの。

71,924 71,924 生活福祉課

児童扶養手当の支給
継
続

　ひとり親家庭の生活の支援を行うとともに、子どもたちの心身の健やか
な成長のため、児童扶養手当を給付するもの。

218,116 221,166 生活福祉課
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児童手当の支給
継
続

　子育て世代の生活の支援と、次代を担う子どもたちの心身の健やかな成
長のため、児童手当を給付するもの。

870,800 902,389 生活福祉課

健康福祉ふれあいまつり
新
規

　市制10周年記念事業として、市民の皆さんに福祉への理解と関心を深
めてもらうようステージでのイベントや模擬店などにより、福祉ふれあい
まつりを開催するもの。

1,026 0 生活福祉課

障害福祉サービス事業
継
続

　平成26年4月からの法改正により重度訪問介護の対象の拡大がなされ
るなど障害者に対する支援の充実を図り、必要な障害福祉サービスにかか
る給付、その他支援を行い障害者福祉の向上を図る。

1,461,140 1,300,332 障害者福祉課

地域生活支援事業
継
続

　障害者等が、自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、
地域の特性や障害者等の状況に応じた各種事業を実施する。

175,566 166,789 障害者福祉課

障害者就労支援事業
継
続

　平成25年度より創設した「障害者施設製品販売支援事業補助金」の助
成対象経費拡充を図りながら就労支援事業の充実を図る。

6,897 3,916 障害者福祉課

障害者等手当支給事業
継
続

　日常生活において、重度障害児者の福祉を図るため、障害児者本人に対
し、特別障害者手当等を支給する。なお、市独自施策として、在宅の重度
障害児者を介護している家族に対して支給していた在宅障害者介護支援金
は特別障害者手当との重複世帯の割合が高いことなどから廃止する。

28,863 30,665 障害者福祉課

補装具事業
継
続

　身体障害者及び身体障害児について、自立支援用具等の日常生活用具を
給付又は貸与することによって、日常生活や社会生活の便宜を図り、障害
者福祉の増進に資する。

13,819 15,602 障害者福祉課
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介護・福祉人材育成支援事業
新
規

　介護保険法の法改正も見越しながら、市内の介護施設等の職員に喀痰吸
引等を行うことが出来る職員等を養成するため、研修事業を実施し、介護
サービスの向上を図る。

3,992 0 長寿福祉課

健康長寿のまちづくり推進事
業

継
続

　従来から実施している健康大長寿のさとづくりシンポジウムに加え、市
制10周年記念事業として、生涯現役や健康長寿をテーマに全国から実践
者の事例等を募り、優秀者を選考して、フォーラム等で発表、表彰する。
また、100歳以上の方の身体面や幸福感などの心理面、生活状況などを
調査・分析するための調査を百歳バンザイ!!推進市町村連絡協議会に加盟
する全国37市町村と共同で行う。

2,681 1,893 長寿福祉課

敬老祝い事業
継
続

　高齢者の長寿を祝い、長年にわたる社会貢献に対して感謝するため、行
政区等の団体が行う敬老会事業に対して補助金を交付するとともに、喜
寿、長寿の各対象者に対し、祝品を贈呈する。

26,432 27,516 長寿福祉課

老人保護措置費
継
続

　老人福祉法の定めるところにより、概ね65歳以上の方で、環境上の理
由（家族や住居の状況等、現在置かれている環境の下では在宅において生
活することが困難であると認められること）及び経済的理由（市民税所得
割が課せられていないこと）により、居宅における生活の継続が困難な方
を養護老人ホームに入所させ、生きがいを持てる健全で安らかな生活を保
障する。

155,443 155,867 長寿福祉課

老人クラブ活性化支援事業
継
続

　老人クラブの活動に対して助成を行うことにより、老人クラブの育成、
高齢者の生きがいづくり及び健康づくりを図り、健康長寿のまちづくりを
推進する。

9,288 9,071 長寿福祉課

福祉有償運送運営助成事業
継
続

　福祉有償運送の実施を支援することにより、在宅の高齢者や障害者が住
み慣れた地域社会の中で引き続き自立した生活を営めるよう外出を支援
し、地域福祉の向上を図る。

17,332 16,541 長寿福祉課

介護サービス利用負担軽減事
業

継
続

　社会福祉法人等による介護保険サービスの利用者負担の軽減制度の、円
滑な実施を支援することにより、高齢者の福祉の増進を図ることを目的と
するもの。

20,818 19,000 長寿福祉課
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介護保険事業特別会計繰出金
継
続

　介護保険事業及び介護予防事業の円滑な運営を行うため、一般会計から
介護保険給付費の市負担相当分（法定割合12.5％）と要介護認定、賦課
徴収業務等に係る事務費相当分及び介護予防事業や包括的支援事業・任意
事業に要する経費を繰出す。

770,122 734,718 長寿福祉課

高齢者の安心生活支援
継
続

　寝たきりや認知症等による介護状態を予防し健康長寿を推進するため、
無医地区、辺地、過疎地域等の高齢者を対象に、保健師等が訪問し健康指
導を行う。

858 1,529 健康推進課

保健センターの管理
継
続

　市民の健康保持・増進を図るため、各種保健事業等の活動拠点となる保
健センターの適切な管理を行う。

1,290 1,256 健康推進課

自殺予防対策事業
継
続

　自殺ゼロ実現推進協議会が関係機関と連携し、自殺予防を図るととも
に、電話相談として無料のフリーアクセス、臨床心理士によるこころの相
談、講演会、街頭啓発、ゲートキーパー研修、傾聴講座等を実施し、自殺
ゼロのまちづくりを推進する。

3,232 3,029 健康推進課

総務一般経費
継
続

　各種保健事業を円滑に実施するために必要な臨時職員賃金、研修旅費、
各種負担金など、一般事務経費。

6,267 12,258 健康推進課

地域健康づくり支援事業
継
続

　地域の食の栄養改善を目的に、食生活改善推進員の研修会を行い、食生
活改善推進員が地域において、様々な活動を展開できるよう育成するとと
もに、管理栄養士が活動の支援を行う。

304 317 健康推進課

食育推進事業
新
規

　市民一人ひとりが生涯食育を意識し、理解を深めるため、様々な機会を
捉えて「食育」の普及・啓発を図るとともに、調理を実体験し「食」に関
する適切な判断力を身に付け、健全な食生活を実践するための事業を行
う。

1,057 0 健康推進課
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健康づくり推進員の活動支援
継
続

　「京丹後市健康増進計画」に基づいた健康づくりを地域ぐるみで進める
ため、健康づくり推進員（任期2年）を中心に、市民とともに楽しみなが
ら歩くことができるウォーキング大会を開催するなど、「みんなで歩く健
康づくり」を各地域で推進する。

1,225 1,255 健康推進課

在宅での健康管理
継
続

　生活習慣病や早世、介護予防のため、市民に専用の自動血圧計及び携帯
端末機を貸与し、血圧などの送信された測定データをもとに保健指導を実
施し、在宅での健康管理意識を高める

3,010 2,776 健康推進課

不妊治療
継
続

　少子化対策の一環として、不妊治療を受けている夫婦に対して、その治
療に要する保険診療治療分（助成上限６万円）、人工授精を含む治療分
（助成上限10万円）の一部を助成し、経済的負担の軽減を図る。

1,275 1,000 健康推進課

母子健康
継
続

　母子の健康と乳幼児の健やかな成長を支援するため、フッ素塗布・フッ
素洗口、歯科講演会、離乳食教室、両親学級等を実施する。

1,233 11,768 健康推進課

妊婦の健康診査
継
続

　妊婦が適切な時期に健康診査を受診し、妊娠期の異常の早期発見や安心
して出産を迎えることができるよう妊婦健康診査及び妊婦の歯科健康診査
に係る費用を助成する。

29,869 30,058 健康推進課

乳幼児の健康診査
新
規

　乳幼児の健康診査や歯科検診を実施することにより、疾病や障害の早期
発見、治療、療育を促し、子ども及びその家族の健康づくりを支援すると
ともに、子どもへの虐待防止を図る。

10,947 0 健康推進課

発達障害児サポート事業
継
続

　幼稚園及び保育所の4歳児を対象に、問診票によるスクリーニング、保
護者説明会、事後支援等を行うことにより、どの子も安心して就学を迎え
ることができるよう支援する。

518 586 健康推進課
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健康相談・指導事業
継
続

　生活習慣病予防及び健康増進を図ることを目的に、生活習慣を振り返
り、早世予防、健康寿命の延伸、健康の保持増進のための支援相談を行
う。また、地域への出前講座なども実施する。

2,290 2,305 健康推進課

総合検診
継
続

　健康診査とがん検診を一度に受診できる総合検診を集団検診の方法で各
地で実施するとともに、子宮頸がん検診は、医療機関へ委託し、個別検診
を実施する。平成26年度からは、クレアチニン及び尿酸の検査項目を追
加する。

102,926 99,230 健康推進課

機能訓練事業
継
続

　疾病、外傷、老化等により心身機能が低下している方（40～64歳）に
対して、維持回復、介護予防に必要な訓練、基本的な知識の提供などを行
う。

87 227 健康推進課

予防接種事業
継
続

　伝染のおそれがある疾病の発生及びまん延の予防、また個人の発病及び
その重症化を防止するため、予防接種法に基づき定期予防接種を実施す
る。

154,564 109,718 健康推進課

国民健康保険事業特別会計繰
出金

継
続

　国民健康保険法及び国通知等に基づく国民健康保険事業の運営に必要な
経費を、一般会計から国民健康保険事業特別会計へ繰り出すもの。

398,259 411,821 保険事業課

国民年金事務
継
続

　年金加入者及び年金受給者等の各種届出・申請書類を受け付けし日本年
金機構への進達する。
　制度的な理由により老齢基礎年金等を受けられない外国人等高齢者を対
象に、特別給付金を支給する。

1,602 1,603 保険事業課

未熟児療育医療事業
継
続

　出生時体重が2,000ｇ以下の乳児で、生活力が特に薄弱な一定の症状
に該当する場合に、指定医療機関での入院治療をうけた医療費に対して一
部負担金（食事療養費を含む）を助成し、治療に係る保護者負担を軽減す
るとともに、身体の発育が未熟なまま出生した乳児に対して、正常児が出
生時に有する諸機能を得るために必要な医療の給付を行うもので、平成
25年度から京都府から移行。

3,894 2,162 保険事業課
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